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Fig．1。　pH－Dependency　of　interac七ion　bet－
　ween　congQred・myosin　and　ATP．
Myosin：　1mgブcc（final　concentration）．
Congored；　4。3×10『5皿（final　concentration）．
ATP＝2～〈10－4M（final　concentration）．
KCI：0．07M（final　concentration）．
Buff’er：　Veronal　acetate　buffer．
Temperature：280C．3　hours　after　shaking
　the　test　tube．
The　relative　preeipitated　volumes　in　ordinate
　were　obta三ned　from
　　　　heigh七〇f　precipitated　column（cm）
　　height　of’　reaction　mixture　eolumn　（em＞
．一．　十ATP
o一一一u　Control
Sy．　O：　“S．yneresis－like　ehange．”
　　　　（For　detailed　explanation　see　text）．
　c一）　：　No　“syneresis－ljke　ehange．”
　CSI）　：　The　state．　with　tendency　to　be　solbla
ついて述べたが．その他の揚合も同様な傾向が認められる。
これを要するに，＋ATPにおいては，　superpp七に見られ
る典型的なsyneresisは見られないが，　controlに比し，
たしかに蛋白質の状態変化が認められる。しかしてそれは
単なる三層6）・7）とも異なるようであり，またsyneresisと
いうにはあまりにも非難噸勺な状態変化であるので，薯者
は実験方法にのべた如く，これを“syneresis様”変化と
呼ぶのが最も妥当であると考える。
　2）cr仙yosinとATPとの相互作用に及ぼすpHの
影響＝K：＋濃度一定下（0．06M～O，07M）においてcr－myo－
sinとATPとの相互作用に及ぼすpHのeffectを検討し
た（Fig．1）。
　反応2時聞後のものにつき’肉膜的に観察した結果をのべ
る。先ずcontrolに．つぎ述べるに，各pH何れ1こおいても
“syneresis様”験化は認められない。　しかしてpH　6．0
～7。7では，小架状沈澱物が積み距：なった状態或いはそれ
に軽微なnetworkよう変化が加わ．つた状態になり，　pHが
高くなるに従って，その沈澱物は，緻密さがやや緩くなる。
pH　7．9以上になると上満が赤色を帯び，沈澱物そのものも
少なくなり且つ水つぼく（柔毛状），pH　8．5では僅かに認め
るに過ぎなくなる。
　これに反し，．＋ATPは，“syneresis様”変化が，　pH　6．9
～7．5で認められ，傾向としてpH　7．3に強い。しかしてpH
7．7以上（controlの場・合よりやや低い）になると，上清が
赤色を帯び，その沈澱物は少なくなり，各pHに対応する
controlに比しさらに幾分少量であるのを認める。
　これを定量的に観察すれば，controlではpH　6。0，6．9に
’おいて低い沈澱注の高さを示しJ　PH　7．3，7．5，7．7とpH
が高くなるにつれて順爽沈澱柱の高さは高．くなるが，pH
7．9になると再び急に沈澱注の高さは滅少する。　しかして
このpH以上では，上清が赤色を帯び．て居り’且つ沈澱の性
質から，溶解性が増強しているものと考えられる。
　一：方，十ATPではpH　6．0においてcontrol・に」七し幾分
高い沈澱柱の高さを示すにもかかわらず，pHがより高く
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なると沈澱柱の高さはむしろcontrolに比して低くなり，
pH　7．3までやや急にその高さを減ずるが，少しpHが高
くなると，再び幾分その高さを恢復し，肉眼的に上清の赤
色となるpH：7，7附近から急にその高さを減ずるが，その
沈澱の性質から，溶解性が増強しているものと考えられる。
　3）KC1濃度の影響：pHを一定にして（pH　7．3），　cr－
myosinとATPとの相：互作用に：及ぼす1（C1濃度のeff’ect
を検討した（Fig．2）。
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Fig．　Z．　（KCI）一Dependency　of　interaction　be－
　tween　congored－myosin　and　ATP
Myosin：1mg／ce（final　concen七ration）．
Congored　：　4．3×10一“”M　（final　coneentration）．
ATP：　2×10一”M（final　concentration）．
Buff’er：　pH　7．3（voronal　aeetate　bu’fr’er），
Temperature：　28℃．　18　hours　af’ter　shaking
　the　test　tube．
e－e　＋ATP
o一一一〇　Control
Sy．　O：　“Syneresis－like　ehange”・
　　　　（for　detailed　explanation　see　text）．
　（一）　：　No　“syneresis－like　ehange．”
　（Sl）　：　The　state　with　tendeney　to　be　solble．
　肉眼的観察においてcontorolでは，何れのKCI濃度で
も‘‘syneresis様”変化は認められない。しかしてK：＋
濃度0．04MよりO．075Mまでは，単に赤色の小架状沈澱物
が積み重なった状態或いはそれ．に軽微なnetworkよう変
化を認ある程度であり，K＋濃度が高くなるにつれて，そ
の沈澱物の緻密さが，ややゆるみ疎になる。K＋濃度0．09
M～0．1Mでは，上清が赤色を帯び，それ以上になると，沈
’澱そのものも少なく水つぼく柔毛状になる。O．6Mでは，
沈澱消失し赤色透明の溶液となる。それに反し，＋ATPは
“syneresis様”変化が0．05M，0．06M，　O．07M，0．0751質｝⊂お
いて詔められ，傾向として0．07Mに強い。しかしK＋濃度
O．075M以上では，上浩が赤色を帯び且つ沈澱物は餐対応
するcontrolに比し幾分少量で水っぽいのを認める。
　これを定量的に観察すれば，controlではK：＋濃度O．04
M，O．05Mでは，ほぼ一定の低い沈澱柱の高さを示し，0．06
Mではさらに低くなるが，O．065M，0．07M，0．075Mにおい
ては，幾分高くなり，肉眼的に上清が赤色を帯び始める
0．09M，　O．1Mまでは，さらにやや高くなる傾向がある。し
かし0．6Mになると，沈澱は消失し赤色透明の溶液となる。
一方，＋ATPでは0．04　M～0．06　Mまではほぼ一定の高い
沈澱柱の高さを示すが，0．065M，0．07M，0．075Mになると
幾分低くなり，肉眼的に上清が赤色を帯びる0．09M，0．1M
でけ再び高くなる傾向がある。しかし0．6Mになると沈澱
は消失し赤色透明の溶液となる。
　上述の如く，肉眼的観察で“syneresis様”変化は，
controlには認められないが，十ATPでは，0．05M，0．06M，
0．07M，0．075Mにおいて認められ，概して，0．07Mに二強い。
また定量的観察によれば，十ATPにおいて沈澱柱の高さの
低いK＋濃度部位が，controlのそれに比し高K＋濃度側
にずれて認められる。即ちcon七rolの沈澱の度合が，やや
弱V・　K＋濃度部位で＋ATPの“syneresis様”変化が強く
認められるといいうる。
　4）ATP濃度の影響＝pH及びK：＋濃度一定下（pH
7．3，K＋濃度006M～0．07M）cr－myosinとATPの相互反
応に対するATP濃度の影響を検：若した（Fig．3）。
　control　lこおいては勿論，10一6Mより10－4M　ATPまて
に“synefesis様”変化は認めない。但しその間，　ATP濃
度が高くなるにつれて，赤色の小解状沈澱物が積み重なっ
た状態の緻密さ或いはそれに軽微なnetworkよう変化が
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Fig．3．　［ATP）一Dependeney　of　inteTaction　be－
　tween　congored－myosin　and　ATP．
Myosin：　1　mg／ce　（final　concentra＋．ion）．
Congored：　4．3×10－5M（final　concentration）．
KCI：　O．07M（final　eoneentration）．
Buft’er　：　pH　7．3　（veronal　aeetate　buffNer）．
Temperature：　280C　18　hours　after　shaking
　the　test　tube．
e－e　十AT？
　o　Control
Sy．　O：　‘CSyneresis－like　ehange”．
　　　　（For　detailed　explanation　see　text）．
　（一）　：　No　“syneresis－like　change．”
　（Sl）　：　The　state　with　tendeney　to　be　solble．
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加わる程度が増強するのを認める。しかして2×10一4M及
び5×10’iMのATP濃度において“syneresis様”変化を
認め，一般的には2x10－4Mの方が強い。10－1うMになると，
上浩が赤色を帯び，沈澱物は減少し，：一つぼく二毛状）
なる。
　定量的に観察すれば，5×10『6M及び2×10－4Mの：ゴ点
に低い沈澱柱の高さを認め，特に2x10司Mがより低い。
10－3Mで上清着色著明，再び沈澱柱の高さは減少する。し
かして上清着帽及び前述した沈澱の性質から，溶解性が増
強しているものと考えられる。
総括並びに考察
　以上の成績を要約すれば，次の如くである。
　1）cr－myosinの“syneresis様”変化の至適条件は，
pH　7．3，　K÷濃度0．06M～0．07M，　ATP濃度2×10－4Mであ
る。
　2）pHの影響については，．肉眼的観察により，‘‘syne－
re3is様”変化はcontrorには認められないが，＋ATPで
　はpH　7．3に概して強く認められる。定量的観察によれ
ばpH　7，3において十ATPではcontrolに比して沈澱柱の
高さはかなり低い。
　3）K：Cl濃度の影響については，肉眼的観察により，
“sy血eresis様”変化はcontro1には認められないが，
＋ATPでは，概して0．07Mに強く認められる。定量的観
察によれば，＋ATPの低い沈澱桂の高さのK＋濃度部位が
controlのそれに比し，高K：＋濃度側にずれて認められる。
　4）ATP濃度の影響については，肉眼的観察により，
“syneresis様”変化は2×10－4Mに概して強く認める。
定量的観察によれば，沈澱柱の高さは，5x10一〔M及び2×
10一’iMの二点において低く，2×10｝4Mがより低い。
　これらの成績を基にして，いささか考察を試みる。As－
chmarin4）は，　actin　freeのmyosin　l　mgにcr15－30μg
即ち2．15×10“’「・M～4．3×10－5M（終濃度）を加えると，そ
れは，ごく微量：のATPの添加により，直：に激しく収縮す
るという。　しかしてその収縮の度合は，沈澱物の容積の
比較によると，約65％であり，その至適条件はpH　7．3，
K＋濃度0．06Mである。著者の成績’は前述の如く，その至
適条件はpE［7．3，　K：＋濃度0．06M～0．07Mであり，生起条
件については，彼の報告とほぼ一致する。またpH・depen－
dencyに，おいては，彼我の泌二二の高さの成績も，傾向と
しては，よく一致している。しかしながら著者の行合，肉
眼的所見において，＋ATPでは。叩trolに比し，状態変化
が認められるが，syneresisは，極めて軽微であり，それ
を生ずる速さもまた遅く到底彼の報告に此すべくもない。
また沈澱量の測定に基づく収縮の度合からみても，著著の
成績は，10～40％で，彼とはかなりの差がある。
　以上の如く，Aschmarinの成績との比較において，著
者は，現象生起条件については，よく一致しているのを認
めるが，その現象そのものについては，肉眼的観察及び沈
澱量の測定の両者ともにかなりの差を認めた。これにつき
考えるに，先ずsampleの差，その他，何等かの条件の相
違を考えなければならない。しかしこの点については，著
者はpH，K：Cl濃度及びATP濃度について，種々，値をか
えて詳細に検討し，温度に関しても，明らかにoptimum
を選んでおり，鵜また試験管の大いさも，その内径の細い
ものについて，比較し実験している。しかしてactin　free
のmyosin－sampleの製法にも，著者は，先分注意している。
それらの意味において，著考の成績は，cr－myosinとATP
との相互反応の状態変化を，むしろ正しく表現していると
考えざるを得ない。従って著者は，Aschmarinのいう現象
の存在は，一応認めるが，その量的な点については，彼我
かなりの差があり，今後条件の差による因子について，さ
らに注意を払うことは，勿論大切であるとしても，彼の報
告に，疑義をはさまざるを得ない。
　次にcr－myosinの状態変化を，　superppti）と2，3比較
してみる。
　前述の如くcr－myosinとATPとの相互作用の結果生
じた“syneresis様”変化は，いわば，ごく軽微な変化
であり，superpptの場合の如く顕著にsy且eresisを生ず
るのとは，量的な点で，明らかに異なる。またsuperppt
においては，その経過に，clear　phase，　aggrega七ion及び
syneresisの3相が明らかに区別されるが，　cr－myosinの
場合は，強いていえば，aggregation，　syneresisの2相が
見られるといいうるに止り，clear　phaseに相当するもの
は1Llられない。即ち現象の経過において差が認められる。
　亥に，cr－myosinとATPとの相互作用による現象と
superpptとを，それぞれの現象を生起するATp濃度条
件の面から比鮫してみる。先ず，強く現象を生起するに必
要なATPの絶対値については（同一K＋濃度の場合のも
のにつき’比較すると），cr－myosinの場合，2×10－4M～5×
10一’IMであるに対し，　superpP七の場合は，5×10－4M～
10一：Mであるs）。従ってcr－myosinの方が，幾分低い。
　亥に種々のATP濃度環境下に，　cr－myosin及びAMの
示す溶解性と，それぞれの現象を生起するATP濃度部位
との関係はついて考察する。AMの場合，　ATP濃度が次第
に高まると，一方向に溶解性が増強されずに，ごつの濃度
一vew@O℃～40℃まで詳細に検討，至適温度は28。Cであることを確めたQ
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部位で溶解性が滅少し，しかる後溶解性が強増する。しか
してsuperpptの生起部位は，その二つの溶解性滅少部の
高濃度側に一致する8）。この関係はcr－myosinの場合も全
く同様に二つの溶解度減少濃度部位があり，“syneresis
様”変化の生ずる部位は，その高濃度側である。即ちcr－
myosinの場合の“syneresis様”変化は，　supperpptの
場合と概して一致した条件において生じているといいうる。
従って前記，至適ATP濃度のわずかな差は，この意味で
本質的な差ではないと考えられる。
　さらに，cr－myosinとATPとの相互作用による現象と，
superpptとを，　K：＋濃度条件の面から比較検討してみる。
先ずその至適K＋濃度の絶対値については，superpptの
揚馬，0．16M　K：Cl附近であるに反し1）・9），　cr－myosinの場
合は幾分低く0．07Mである。従って両者間に，小差が認め
られる。なおこれ等の至適K＋濃度部位と，contro1にお
ける沈澱最強1（＋濃度部位との関係をみると，syneresis
の生じているK：＋．濃度部位は，controlの沈澱の強い濃度
部位からずれて，幾分溶解性の増強されたK＋濃度部位に
相当している。中細あることに，この関係は，superpptの・
蜴合と同様である9）。従って，cr－myosinの“syneresis様”
変化は，superpp七とかなり一致した条件で生じていると
いうことが出来る。かく考えれば，上記至適K：＋濃度の差
は，さして本質的な差iでなく，単に量泊勺なものかも知れな
い。
　最後に，現象生起とpH条件との関係の面から比較検討
してみるに，SuperpptはpHが高い方が強く生ずる10）と
いうが，著者の成績をみると，それと同様にむしろpHの
高い方が強く，従ってこの点においてもsuperpptの生起
条件と一致しているといいうる。
　以上superpptとcr－myosinとATPとの相互反応によ
って生ずる状態変化を，種々な面から比較してみた。しか
して“syneresis様”変化の生起条件の点で，　superppt
と訂成りのよい一致が認められた。しかしながら，現象生
起条件の類似性が如何に多く認められても，現象そのもの
が，前述の如く“syneresis様’，変化というべぎもので，
極言すれば，con七rolと大差ない変化である。従って“sy－
neresis様”変化とeQntrolとの聞に，質的な差i即ち，
syneresisと同様なATP特異ll生，　或いはATPase活性と
の密接な関連性等の何等かの質的な差が認められない限り
superpptと同列に論ずることは出来ないと考える。さら
にまた，この点が解決されない限り，erをとおして，　actin
のAM－ATP系において示す機能の基本機構を解明する．こ
とは不可能というべき一である。従って，さし当っての急務
は，ATPによるer－myosinの“syneresis様”変化が，
ATPに特異的であるかどうか，またそれとATPase活性
との関連晦があるかないか等について検討するζとである
と考える。これ等に関しては，現在cr－myosinに対する，
pyrophosphateのe躍ect及びcr－myosinの“syneresis
様”変化とATPase活性との関連等につき実験をすすめ
て居る。また一方，cr－myosinの性格を把握するために，
溶解性の面からcr－myosiエ1をAM及びmyosinと比較検
討中であり，これらについては追って発表したい。
摘 要
　congored－myosin（cr－myosin）とA．TPとの相互反応に
より生ずる状態変化並びにそれに及ぼすpH，　KCI及び
ATP濃度の影響について検討し，次の如き結果を．得た。
　1）cr－myosinはA．TPに：反応して，緩慢な弱い状態変
化即ち“syneresis様”変化を生ずる。
　2）cr－myosinの“syneres玉s様”変化の至適条件は，
p且7．3，K＋濃度0．06M～0．07M，　ATP濃度2×10－4Mであ
った。これは，Aschmarinの報告にほぼ一致する。．
　3）　‘‘syneresis　a－R”変イヒは，　superprecipitationと」北較
するに，現象そのものにはなお問題があるが，その生起条
件はかなり一致する。　　　　　　（昭和32．3．5受付）
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